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平 成 28年 第 ３ 回 伊 佐 市 議 会 定 例 会 の 開 会 に あ た り 、報 告

第 ５ 号 「 専 決 処 分 の 報 告 」 に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

報 告 第 ５ 号 に つ き ま し て は 、西 水 流 団 地 の 倉 庫 の 屋 根 が

破 損 飛 散 し た こ と に よ り 、駐 車 し て い た 車 両 を 損 壊 し た も

の で 、損 害 賠 償 の 額 及 び 和 解 の 内 容 と い た し ま し て は 、事

故 の 過 失 割 合 は 、市 を 50パ ー セ ン ト と し 、市 は 相 手 方 に ９

万 5,0 0 0円 を 支 払 う こ と を も っ て 、 以 後 市 と 相 手 方 の 双 方

は 、本 件 事 故 に 関 し 異 議 を 申 し 立 て な い こ と を 確 約 す る も

の で あ り 、 地 方 自 治 法 第 180条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 、 市 長

の 専 決 事 項 に 指 定 さ れ た １ 件 100万 円 以 下 の 損 害 賠 償 の 額

の 決 定 及 び 和 解 に 関 し 専 決 処 分 し た も の で 、同 条 第 ２ 項 の

規 定 に よ り 報 告 す る も の で あ り ま す 。  

 

以 上 で 報 告 第 ５ 号 の 報 告 を 終 わ り ま す 。  
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議 案 第 71号 か ら 議 案 第 84号 ま で 並 び に 諮 問 第 ２ 号 及 び

諮 問 第 ３ 号 に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

 ま ず 、議 案 第 71号「 平 成 28年 度 伊 佐 市 一 般 会 計 補 正 予 算

（ 第 ４ 号 ）」 に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

今 回 の 補 正 は 、 地 方 財 政 法 第 ７ 条 第 １ 項 に よ る 決 算 剰

余 金 の 積 立 て 及 び 職 員 給 与 費 な ど に つ い て 所 要 の 措 置 を

講 じ た も の で あ り ま す 。  

 

補 正 の 主 な 内 容 に つ い て 歳 出 か ら 順 次 説 明 い た し ま す 。 

 

総 務 費 に つ き ま し て は 、前 年 度 決 算 剰 余 金 の 積 立 て に 要

す る 経 費 を 新 た に 措 置 し た ほ か 、危 険 廃 屋 解 体 撤 去 に 係 る

経 費 に つ い て 追 加 の 措 置 を 講 じ て お り ま す 。  

 

民 生 費 に つ き ま し て は 、高 齢 者 を 地 域 で 支 え る 地 域 包 括

ケ ア シ ス テ ム 構 築 の 推 進 に 要 す る 経 費 に つ い て 新 た に 措

置 し た ほ か 、介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 へ の 繰 出 金 及 び 児 童 扶

養 手 当 の 第 ２ 子 及 び 第 ３ 子 以 降 の 加 算 額 の 増 額 に 要 す る

経 費 に つ い て 追 加 の 措 置 を 講 じ て お り ま す 。  

 

衛 生 費 に つ き ま し て は 、国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 へ の

繰 出 金 に 減 額 の 措 置 を 講 じ た ほ か 、未 熟 児 養 育 医 療 費 給 付

事 業 の 精 算 に 伴 う 国 、県 へ の 返 納 金 に つ い て 追 加 の 措 置 を

講 じ て お り ま す 。  

 

労 働 費 に つ き ま し て は 、シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー に 貸 し 付

け て い る 土 地 の 排 水 路 整 備 等 に 要 す る 経 費 に つ い て 、追 加

の 措 置 を 講 じ て お り ま す 。  

 

農 林 水 産 業 費 に つ き ま し て は 、飼 料 作 物 確 保 事 業 及 び 畜
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産 施 設 整 備 に 要 す る 経 費 に 追 加 の 措 置 を 講 じ 、農 業 集 落 排

水 事 業 特 別 会 計 へ の 繰 出 金 に 減 額 の 措 置 を 講 じ て お り ま

す 。  

 

商 工 費 に つ き ま し て は 、ふ る さ と 応 援 寄 附 へ の 返 礼 に 要

す る 経 費 に つ い て 追 加 の 措 置 を 講 じ て お り ま す 。  

 

土 木 費 に つ き ま し て は 、浸 水 対 策 道 路 整 備 に 要 す る 経 費

に つ い て 減 額 の 措 置 を 講 じ た ほ か 、曽 木 ノ 滝 公 園 の 樹 木 伐

採 及 び 小 水 流 住 宅 建 設 に 要 す る 経 費 に 追 加 の 措 置 を 講 じ 、

市 道 側 溝 整 備 に 要 す る 経 費 に つ い て 新 た に 措 置 し て お り

ま す 。  

 

教 育 費 に つ き ま し て は 、牛 尾 小 学 校 、羽 月 小 学 校 及 び 本

城 小 学 校 の 施 設 改 修 に 要 す る 経 費 に 減 額 の 措 置 を 講 じ た

ほ か 、 平 成 3 1 年 に 開 催 さ れ る 南 九 州 ４ 県 主 催 全 国 高 校 総

体 に 向 け 、地 元 カ ヌ ー 選 手 の 育 成 及 び 強 化 支 援 に 要 す る 経

費 に つ い て 新 た に 措 置 し て お り ま す 。  

 

災 害 復 旧 費 に つ き ま し て は 、 ６ 月 2 1 日 の 豪 雨 に よ る 市

道 災 害 の 復 旧 に 要 す る 経 費 を 新 た に 措 置 し て お り ま す 。  

 

以 上 、歳 出 に つ い て 説 明 い た し ま し た が 、こ れ ら の 財 源

に つ き ま し て は 、地 方 交 付 税 、県 支 出 金 、寄 附 金 、繰 入 金

及 び 繰 越 金 を も っ て 充 当 し 、地 方 特 例 交 付 金 、分 担 金 及 び

負 担 金 、国 庫 支 出 金 、諸 収 入 及 び 市 債 に つ い て は 減 額 の 措

置 を 講 じ て お り ま す 。  

 

こ の 結 果 、歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 に 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ ２ 億

1 , 5 4 1万 ４ 千 円 を 追 加 し 、 歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 を 歳 入 歳 出

そ れ ぞ れ 17 9億 9 , 8 0 1万 ５ 千 円 と す る も の で あ り ま す 。  
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こ の ほ か 、大 口 中 央 中 学 校 の プ ー ル 建 設 に 伴 う 文 化 財 の

調 査 に 時 間 を 要 す る こ と か ら 、 事 業 費 の う ち １ 億 8 , 5 7 4万

９ 千 円 を 明 許 繰 越 に よ る 繰 越 し の 措 置 を 講 じ 、地 方 債 で は 、

過 疎 対 策 事 業 ほ か ４ 件 に つ い て 限 度 額 の 変 更 の 措 置 を 講

じ て お り ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 72号「 平 成 28年 度 伊 佐 市 国 民 健 康 保 険 事 業

特 別 会 計 補 正 予 算（ 第 ２ 号 ）」に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

今 回 の 補 正 は 、歳 出 に お い て 、一 般 会 計 と 同 じ く 職 員 給

与 費 に つ い て 所 要 の 措 置 を 講 じ 、繰 入 金 に 減 額 の 措 置 を 講

じ て お り ま す 。  

 

こ の 結 果 、 歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 か ら 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ

528万 １ 千 円 を 減 額 し 、 歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 を 歳 入 歳 出 そ

れ ぞ れ 4 6億 4 , 0 3 3万 ９ 千 円 と す る も の で あ り ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 7 3号「 平 成 28年 度 伊 佐 市 介 護 保 険 事 業 特 別

会 計 補 正 予 算 （ 第 １ 号 ）」 に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

今 回 の 補 正 は 、歳 出 に お い て 、一 般 会 計 と 同 じ く 地 方 財

政 法 第 ７ 条 第 １ 項 に よ る 決 算 剰 余 金 の 積 立 て 及 び 職 員 給

与 費 に つ い て 所 要 の 措 置 を 講 じ 、国 、県 及 び 支 払 基 金 へ の

精 算 返 納 金 に 追 加 の 措 置 を 講 じ て お り ま す 。  

 

こ の 結 果 、 歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 に 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ

9 , 5 8 2万 ８ 千 円 を 追 加 し 、 歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 を 歳 入 歳 出

そ れ ぞ れ 3 2億 7 , 3 3 2万 ８ 千 円 と す る も の で あ り ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 74号「 平 成 28年 度 伊 佐 市 介 護 サ ー ビ ス 事 業

特 別 会 計 補 正 予 算（ 第 １ 号 ）」に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  
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今 回 の 補 正 は 、歳 出 に お い て 、訪 問 調 査 に 用 い る 公 用 車

の 購 入 に 要 す る 経 費 に つ い て 新 た に 措 置 し て お り ま す 。  

 

こ の 結 果 、 歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 に 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ 3 4 4

万 ９ 千 円 を 追 加 し 、歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 を 歳 入 歳 出 そ れ ぞ

れ 2, 9 4 4万 ９ 千 円 と す る も の で あ り ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 75号「 平 成 28年 度 伊 佐 市 後 期 高 齢 者 医 療 特

別 会 計 補 正 予 算 （ 第 １ 号 ）」 に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

今 回 の 補 正 は 、歳 出 に お い て 、一 般 会 計 と 同 じ く 職 員 給

与 費 に つ い て 所 要 の 措 置 を 講 じ 、広 域 連 合 納 付 金 に 追 加 の

措 置 を 講 じ て お り ま す 。  

 

こ の 結 果 、歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 に 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ 6 8万

９ 千 円 を 追 加 し 、歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 を 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ

４ 億 5 , 6 0 8万 ９ 千 円 と す る も の で あ り ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 7 6号「 平 成 28年 度 伊 佐 市 農 業 集 落 排 水 事 業

特 別 会 計 補 正 予 算（ 第 １ 号 ）」に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

今 回 の 補 正 は 、歳 出 に お い て 、一 般 会 計 と 同 じ く 職 員 給

与 費 に つ い て 所 要 の 措 置 を 講 じ 、排 水 管 路 の 洗 浄 及 び 調 査

に 要 す る 経 費 を 新 た に 措 置 し て お り ま す 。  

 

こ の 結 果 、歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 か ら 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ 3 6

万 円 を 減 額 し 、 歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 を 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ 1

億 7 , 0 2 4万 円 と す る も の で あ り ま す 。  

 

 次 に 、議 案 第 77 号「 平 成 28 年 度 伊 佐 市 水 道 事 業 会 計 補

正 予 算 （ 第 １ 号 ）」 に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  
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 今 回 の 補 正 は 、「 収 益 的 収 入 及 び 支 出 」の 収 入 に お い て 、

水 道 事 業 収 益 に 3 0 万 円 追 加 し 、 収 益 的 収 入 の 総 額 を ４ 億

39 4 万 ８ 千 円 と し 、支 出 に お い て 、水 道 事 業 費 用 に 447 万

９ 千 円 追 加 し 、収 益 的 支 出 の 総 額 を ３ 億 6 , 7 2 7 万 １ 千 円 と

す る も の で あ り ま す 。  

 

次 に 、「 資 本 的 収 入 及 び 支 出 」 の 支 出 お い て ４ 万 ７ 千 円

を 減 額 し 、資 本 的 支 出 の 総 額 を ２ 億 7 , 2 2 4 万 ９ 千 円 と す る

も の で あ り ま す 。  

 

 な お 、資 本 的 収 入 額 が 資 本 的 支 出 額 に 対 し 不 足 す る 額 １

億 4 , 4 8 8 万 ２ 千 円 は 、減 債 積 立 金 と 過 年 度 分 損 益 勘 定 留 保

資 金 及 び 当 年 度 分 消 費 税 資 本 的 収 支 調 整 額 で 補 填 す る も

の で あ り ま す 。  

 

 こ の ほ か「 議 会 の 議 決 を 経 な け れ ば 流 用 す る こ と が で き

な い 経 費 」 に つ い て も 変 更 の 措 置 を 講 じ て お り ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 78号「 伊 佐 市 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 」

の 制 定 に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 本 件 に つ き ま し て は 、外 国 人 等 の 国 際 運 輸 業 に 係 る 所 得

に 対 す る 相 互 主 義 に よ る 所 得 税 等 の 非 課 税 に 関 す る 法 律

の 一 部 改 正 に 伴 い 、特 例 適 用 利 子 等 及 び 特 例 適 用 配 当 等 に

係 る 個 人 市 民 税 の 課 税 の 特 例 を 定 め る た め 、所 要 の 改 正 を

行 う も の で あ り ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 7 9号「 伊 佐 市 立 学 校 設 置 条 例 の 一 部 を 改 正

す る 条 例 」 の 制 定 に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 本 件 に つ き ま し て は 、羽 月 北 小 学 校 を 平 成 2 9 年 ３ 月 3 1

日 を も っ て 閉 校 す る こ と に よ り 、所 要 の 改 正 を 行 う も の で

あ り ま す 。  
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次 に 、議 案 第 80号「 伊 佐 市 十 曽 青 少 年 旅 行 村 の 設 置 及 び

管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 」の 制 定 に つ い て

説 明 申 し 上 げ ま す 。  

本 件 に つ き ま し て は 、十 曽 青 少 年 旅 行 村 の 施 設 に 芝 生 広

場 を 明 記 す る ほ か 、施 設 の 名 称 の 整 理 を 行 う な ど 、所 要 の

改 正 を 行 う も の で あ り ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 81号「 伊 佐 市 国 民 健 康 保 険 税 条 例 の 一 部 を

改 正 す る 条 例 」 の 制 定 に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

本 件 に つ き ま し て は 、外 国 人 等 の 国 際 運 輸 業 に 係 る 所 得

に 対 す る 相 互 主 義 に よ る 所 得 税 等 の 非 課 税 に 関 す る 法 律

の 一 部 改 正 に 伴 い 、特 例 適 用 利 子 等 に 係 る 国 民 健 康 保 険 税

の 課 税 の 特 例 を 定 め る た め 、所 要 の 改 正 を 行 う も の で あ り

ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 82号「 伊 佐 市 指 定 地 域 密 着 型 サ ー ビ ス の 事

業 の 人 員 、設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 の 一 部

を 改 正 す る 条 例 」 の 制 定 に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

本 件 に つ き ま し て は 、指 定 地 域 密 着 型 サ ー ビ ス の 事 業 の

人 員 、設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 の 一 部 改 正 に 伴 い 、地 域

密 着 型 通 所 介 護 に 係 る 基 準 を 定 め る た め 、所 要 の 改 正 を 行

う も の で あ り ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 8 3号「 伊 佐 市 指 定 地 域 密 着 型 介 護 予 防 サ ー

ビ ス の 事 業 の 人 員 、設 備 及 び 運 営 並 び に 指 定 地 域 密 着 型 介

護 予 防 サ ー ビ ス に 係 る 介 護 予 防 の た め の 効 果 的 な 支 援 の

方 法 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 」の

制 定 に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

本 件 に つ き ま し て は 、指 定 地 域 密 着 型 介 護 予 防 サ ー ビ ス

の 事 業 の 人 員 、設 備 及 び 運 営 並 び に 指 定 地 域 密 着 型 介 護 予

防 サ ー ビ ス に 係 る 介 護 予 防 の た め の 効 果 的 な 支 援 の 方 法

に 関 す る 基 準 の 一 部 改 正 に 伴 い 、 字 句 の 整 理 を 行 う な ど 、
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所 要 の 改 正 を 行 う も の で あ り ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 84号「 平 成 27年 度 伊 佐 市 水 道 事 業 会 計 未 処

分 利 益 剰 余 金 の 処 分 」 に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

本 件 に つ き ま し て は 、平 成 27年 度 の 未 処 分 利 益 剰 余 金 １

億 1 , 1 9 2万 8, 9 2 4円 の う ち 、 6 , 0 0 0万 円 を 減 債 積 立 金 に 積 み

立 て 、 5,0 0 0万 円 を 自 己 資 本 金 に 組 み 入 れ 、 残 余 を 繰 り 越

す こ と に つ い て 、地 方 公 営 企 業 法 第 3 2条 第 ２ 項 の 規 定 に よ

り 議 会 の 議 決 を 求 め る も の で あ り ま す 。  

 

 次 に 、 諮 問 第 ２ 号 及 び 諮 問 第 ３ 号 『 人 権 擁 護 委 員 候

補 者 の 推 薦 』 に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

 本 件 に つ き ま し て は 、 現 在 、 人 権 擁 護 委 員 で あ り ま

す 田 代 伊 津 子
た し ろ い つ こ

氏 及 び 兵 底
ひょうそこ

透
とおる

氏 が 本 年 1 2月 3 1日 を も っ

て 任 期 満 了 と な り ま す の で 、 引 き 続 き 候 補 者 と し て 推

薦 す る た め 、 人 権 擁 護 委 員 法 第 ６ 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ

り 、 議 会 の 意 見 を 求 め る も の で あ り ま す 。  

 田 代 氏 は 、 平 成 2 0年 か ら 、 兵 底 氏 は 、 平 成 2 5年 か ら

人 権 擁 護 委 員 を 務 め ら れ て お り 、 人 格 、 見 識 と も に 優

れ 、 人 権 擁 護 に つ い て 理 解 の 深 い 方 々 で あ り 、 こ こ に

推 薦 す る も の で あ り ま す 。  

 

以 上 、 議 案 1 4件 、 諮 問 ２ 件 に つ い て の 説 明 を 終 わ り

ま す 。 よ ろ し く ご 審 議 賜 り ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ ま

す 。  

 

 降  壇  


